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Pho5phoヴ1α∫eラ壱性 造含 討3く'デ 訊 ク,βP5電 気旅動的K珍 均 一Z、loあ・罠。
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抽 靴 勧 レた加 乙・扁 。 醐"並 び・慮"は 動 にnl飼舟
麟壌 レ乙hる}ヒ 妄示 レ,そ りtそ雛tの5め闘1じには'ラ言性
中1じ部位、αレω3eh'(対いω5e-6-P並びソゆPめ 綻沿 部位
於存在てる・
引γ・・3・Sγ漁 ・el識レ・・2・蛉 厳 臓 ・中ご7ライマー
働 ・・3・・.に作1比 げ ろ購 勲 亀あゐ.眺 ぺ たが ・・の 疑
職 に砺 鳥 食V・・6・轡 ・+h娩 のフρラ4マー 備 性1(
ワ、、て検 討 レ・た。Tablc一▽ にマ1レトオり:ゴ糟 の7。ライマー
.話性 にフいて 調 べ負続 県&苔 とあた脚 ,=の」薩 に,(禦μC"eノ






























瀦 脚 齢 舵 プ列 マー益髄 撫 ない・翫 本勘 卿 ・騨 .・・砺 ・%・聴
ph・5ph・噴 ・軌6一 碑!娩 旛 レ嗣 ・湘 ・,烈耐 ・7曜 乃 イマ 諸 踵
調 腿 蘇,Fl2」5(左図,)に爪レ伝様 ・に,0・価 ・h蜘帳 鰍2勘 レ3個曜 助 厩
1瞬dex捧1・ ・挽 砂7ρ ラ・・他 レ・働 な、、・と勘 久る ・3・al/塑 ・P血・5〆・グー
loseh瞬de梱 噛 勘 ・椀 マ …油 歯 差Kフ いてK雁 †、cs姻 から複 討 欧 鮪果
(F噛■∬,右1図)、7。ライマ ー切0快†eトch蔚れが短 かく なると露 素に対 すう親 」和性 掴'蕨少す
祉 と汐吻 か ・た・以 畑 繊 刀・ら'&レ・・押S/紬a5e帆 そnラ維 薬現 に7.ラ菅 一
粒男瑠とし 、その漁 の フ。ラ4マ ーσ 高璽合度 の,レ か 診0"↑eトchα、h斌 射固以よの(到に05e


































第噂,&17・・5・・5γ幽5・ の雄 椴 旗 の翻
α1γ・・8… γ・+h・・e劇PP-31・・… ヤ(aレω5釧)・⇒(α γ・〃8・)禰+UPPご 馳..
蝋 祝 額,2生 鋤 及勘 鱗 ご揚 於'α1遡 ・・.5γ・+h駅娠 磁 櫓 ・陶 る
椴 腱 励 こ劾 … 本醜 麗!γ … 蜘 贈 レ・轡 桝 脇 ・葱恥 反.罐 働
解 新芭行1あ 農・ ま'ポ酬 鴎05C-6-P濃度と反沁 速肢 の検 計1籟果か ら,7鰯 毒1は6ヒ楓CO5e-
6-Pとト配絃eii5-me凶十eハ形 式'の複 合 体 奄形成 し,言 突,(M底co史一6-Pに対 ずうk拠偵
は048q娼 岡で協 うこ と於 わ駆 ・嚢 ・一搬 の反麺 と異 制 ・本 醜黍反愈 の筋 令'(烈/ω3cu
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1さ蘇沁徹 後亙通,けて殆 んと・性 質の上 び も膿度の上 びも1Σ別 訟来 欝 いトeに十ah十び ある。
〉の 誌セ滝1込、し,及 応・機横1の餌・析 苞行 な,夜 。
穣 質濃 度変化 に伴 う初 兎段変化 の酔 析.及1沁圭:哉物UPPの 阻 堪里 り餌リ町並が遂反沁
餓 ・締 汐・ら本聯 廉 磁 彫 式・財16・ 示レた働9卿E∬ ・職 …
Rα跣do轍BレBll機樋 形式ぴあ11、謬夜図k序、レた様落,正反施 の反応速度式伏誘導貢れ後,
次、、ひ誘恥 夜庶 勅 速験'と 喫蔽 斥蘇 から、反託初 鑓蘭 あ係数,反 沁鐡 定数 並杁し'
毎解灘 良数越 あ氏。その縮果急丁久ble7ヒ啓とあ た於 、得 猟 た反沁毘度繊 のホ課
から本麟素反征熔老レく冶残'反7沁k傾h(いることかと・わ〃・リ,詔ヒ稗歓鮭定1数の億果から.













































研レω5釧15糸状菌Kお いて若工ネレギー財蔵多糖 として六切な役劉亀果 たレくい汐二
撚 繍 尻釧 目防 侃 齢 齢 糸1噛 粛 レ。・8釧働 物 蛛 酬 γ・・罫 と比較 レ冷
族の多、・こと於纏々め分荊「緬果からわか・,たかζ',獄bleユに示レた縮果仏ら毛わかる様 に,
渦 検鵬 鉱 の特徴 ・撚 蜘 蛛 酬/解 ・に樋 軽 瀧 レ乙あ鵬 ・と縮 来祝
のと穐わ 幡 ・aレω3eM蛉 哉に肉育う繍究は'わ・1谷●ら(}レeo3enの誤一し午紬信の
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艶 へ鵜 ℃ 醗鮨 ・酔1じ に雪㌣ 鰍 ていう猟 冷後 αレω騨 の 轍 鍼 樵 鞠 ・フい謡
詳鰯 搬 纏 吉鮪 ・そ・舳'糸 状菌 〃・C櫛 ・・様 ・'轍 の多 ・仕レ・・3・苑 合法'
する質とガ&肩ずう殖姓 ∫棚状・厨覚赫料どレて役立フ1乙いあラク。
合レ・。多即 蛤 麟 鞭 碑 の だB肪 力・齢 ・遥 いな ・湘 輪 戯麟 につい砕 菌 の粕 醜
籍 舗 ・・検計 ・・鰍 、砺71・ 承 候 櫓 纏 鍼 繍 雄 蜘 た。κ師 譲 鹸
物 纏 のタンハ.7質がフラ イマ ー念域'卯受踏体と レて働"乙 しゆ 可能1陸ク源 蝋 た〃ぐ,
;亭7箇め醗繍ミ条でkl5糊ll欝条4キ芝一7一え・なくても反1慈拠都 あられ,⊃のオ美な二とは,輿際 に
ごあ識 檎が細同芒口においζ働 殴=t、、ろピ「能性迄更に強 く示唆すうものこ亀あうう・審た,
畑 ・檎 力琳 峨 蘭Glyω3・・鱒 ン'・.頒鰍 んだ 形む・蛛 よ備 勘 と要創L
商 硬 の蘇 紡 タ〉ハ.ク駈 給 頗 れ長乃 イマ昭 や奴 脇 離 して'研レ・騨
5γ漁 娩470ラ4マ ーと に 働 く職働 雌漁 糠 ・本 菌噛 体 から継 り知1レ 鴨職
舗 ・・抽訟楯 鍛・灰6・レ・・8・碑 川o慣 鎗 んで'・榊 ・と毛上諭 測 軸 鰍
け引笛果むあると滋之 弘 う.景並了ツ7ツ や切 し'ロース生倉叡糸k～ぢ、、て も,その初謎
信蔵 にあう種 の夕〉八'ク『簑於渓1与レているとい;)…報壱伊勘 汐=とか ら,=の様 なタ〉ハ。ク
灘 価 脅 糖 の礫 餓 機 蜘 粛 レ1咤倉蹴 蜘1フ とレて認 あ畝 つフ舶.
フ欠、・為'繍 勉'駄 袖 様 ・推 是尿aレ ・・3・M生餓 機旛 麟 細 ・検計 筋 勧
面"けレ噂 凶 ツ融45ξの分鮭 ・精 製邑試航 げぼ均 一な6・1ン(僧c列9押緬曜ξ初 馴 ≧・
61/・・紳 卿 幡 鱒 殉 。%・瀬 紋 切 姉 歓 騰 莇 る地 や'不 凄卸 隙 翻 る
比 等か・ら'鰯 勧 朧 楯 轍 お・1磯'・カ・珠 於雌 ご励 ・/9徽 茅鋼 砂 催 ・
5ノ扁aタeの5μピ画f当llめ分 チ量i鋤 著舳 来の醗 張と1号喀噸 似め分予量 ξ籍 ち'閥び
く会念'醜素ご・ある=と'於・わか・,た。
本『蜻桑の7。ライマ…倣 存性.に峡【する渓瞼牽箆果1審,本鴎 察於denσレ0后彦C能色漁 レない二
と,脈,畠 億 量 のレかもつ唯 卜(細 肱 匙 於 牛個駄 の飾 螂e残 撫 泊 隠 フ・ラ
菅 適 雌 と翻 ・とから'惣 示 匠 機椥 物 ・畷 レ・・紳 ヲ ・+廊eは・・ライマー
緬 レ・。8釧・作1はげ亀城F翫 研 働 く嚇 むあ乱 と1網 跳 、電・・加 と駒 鮪 ・
従7z今 後呼更に(牙レ`磐ehP茜剛e卜卵 †わ久5c'Rっrel脈21伏c・甥 朴醐5∫e剛ξ'脳fei日
e廟 ・・並・'伽・・鞠 ・・ρ卿 吻 雛'煽 製副 誹 櫛 ㊥ ・轡 蛉 厳 御 網















































審 査 結 果 の 要 旨
グ リコーゲソの代謝に関する研究は主 として動物組織または細菌菌体を材料 どして行なわれてお り,
糸状菌につ いては貯蔵 物質と してのグ リコーゲソの存在お よびその性状について さえ情 報に乏 しく,
代謝 に関す る詳細な研究は殆 んど行 なわれていない。本論文は糸状菌におけるグ リコーゲンの存在並
びにその性 状を明 らかにし,さ らにグ リコーゲン代謝,特 に生合成機構,に ついて詳細 な研究を 行な
った ものである。
著者は まず各種糸状菌につ いて菌体内におけ るグ リコーゲン蓄積の状態を検討 した結果,胞 子を得
易く,生 育の速 いNeurosporacrassaの野生株 を実験材料 として選定 した。つ いで,本 菌の菌
体か ら稀 トリクロル酢酸によ りグリコーゲンを抽出 し,そ の性状を検討 した結果,本 菌の グ ゾコーゲ
ンは動物 由来の グ リコーゲンと比べて分枝の多い構造を有することを確認 した。
本菌の生育とグリコーゲソの蓄積 との 関係を検討 した際,胞 子か ら出発 した培養直後の菌体内には
グ リコー ゲンの蓄積が認 め られ なかったこと,お よび本菌の胞子は全 くグ リコー ゲンを含有 しないと
い う報告 に接 したことか ら,著 者は本菌が グ リコーゲソ生合成機構のなかで未解明な点の多 い初発合
成機構を研究す るのに好適な材料で あろ うと考え,本 菌の粗酵素 系を用いて初発合成機構について検
討した。そ、の結果,グ リコーゲンの初発合成に際 してある種の蛋 白質が プライマ ー合成の受容体 とし
ノ
て機能 している可能性が 示 された。 この可能性は他の研究者に よって も示唆 されているが,蛋 白質へ
の糖残基の転移には非生理的条 件が墜要であ って,生 理的条件下で反応が行 なわれる ことを確認 した
のは本論文が最初であ る。 また,著 者は蛋 白質上で合成 された プライマーはやがて遊離 してグ リコー
ゲン合成酵素のプライマー として働 く機構を推定 した。
i著老はついで,グ リコーゲン合成におけ る主要 な酵 素であ るグリコーゲ ン合成酵素の分 離,精 製を
試み,ほ ぼ均一な蛋 白質 として得る ことに成 功した。精製酵 素の性質を詳細に検討 した結果,本 酵素
は動物由来の酵素 と類似のsubunit当りの分子量を有する会合酵素で あ り,ヒ スチヂンをN一 未端
とす るsinglepeptideから構成 され ることが判明した。著老は さらに蛋白質 分解酵素 による限
定分解,種 々な条件下における酵素 とグリコーゲソの複合体形成の検討 などの結果か ら,本酵 素 にお
ける(}lucose-6-P依存型決定部位,活 性中心部位および基質結合部位の 関係を推定 し牟。 また,
本酵 素の プライマー要求性,反 応機構について も明らかにす ることに成 功した。
以上,本 論交 は糸状菌におけるグ リコーゲン生合成 の機構に新 しい知見を加えた ものであ り,糖 質
生化学,微 生物生化学の分野に貢献す るところが大 きく,農 学博 士の学位を授与す るに値す るもの と
判定す る。
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